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第
四
章
で
は
、
緒
方
洪
庵
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
儒
家
広
瀬
旭
壮

の
日
記
「
日
間
瓊
事
備
忘
」
か
ら
自
家
を
ふ
く
む
種
痘
記
事
を
抽
出
、

一
般
庶
民
側
か
ら
の
種
痘
活
動
と
の
か
か
わ
り
を
述
べ
て
い
る
。

第
五
章
で
は
、
維
新
以
後
明
治
初
期
に
お
け
る
中
央
政
府
お
よ
び
大

阪
に
お
け
る
種
痘
施
行
制
度
の
変
転
極
ま
り
な
い
状
況
と
次
第
に
種
痘

施
行
に
関
す
る
法
律
が
整
備
さ
れ
て
行
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
さ
ら
な
る
免
疫
力
強
化
の
た
め
の
再
三
の
種
痘
実
施
の

問
題
お
よ
び
強
制
種
痘
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
七
章
で
は
、
大
坂
除
痘
館
と
関
係
な
く
大
坂
地
方
で
種
痘
を
行
っ

た
明
石
天
民
、
森
義
仙
、
森
義
仙
の
種
痘
医
の
活
躍
を
諸
種
の
資
料
か

ら
検
証
し
て
い
る
が
、
し
か
し
彼
等
の
使
用
し
た
痘
苗
の
由
来
は
不
明

と
の
こ
と
。

補
章
一
で
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
二
種
の
適
塾
の
処
方
集
「
膠
柱
方
」

（
一
種
は
著
者
が
発
見
）
を
紹
介
し
、
二
種
の
比
較
表
を
掲
載
し
て
い

づ
（
》
Ｏ

補
章
二
、
洪
庵
夫
人
八
重
（
摂
津
有
馬
郡
名
塩
村
、
現
西
宮
市
名
塩

生
ま
れ
、
医
師
億
川
百
記
の
娘
）
の
大
坂
除
痘
館
跡
の
隠
居
所
で
の
終

焉
ま
で
の
略
伝
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

大
坂
除
痘
館
の
活
動
に
つ
い
て
の
他
の
多
く
の
研
究
者
の
文
献
も
多

数
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
非
常
に
有
用
な
著
書
で
あ
る
と
考
え
る
。

此
の
著
書
が
活
用
さ
れ
、
大
坂
除
痘
館
か
ら
分
苗
さ
れ
た
各
地
方
の
医

医
師
松
本
節
斎
（
前
記
俊
平
の
父
）
及
び
彼
の
女
婿
足
立
敬
里
の
経

歴
、
姻
戚
関
係
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
彼
等
の
種
痘
活
動
に
つ
い
て
述

歴
、
姻
戚
串

べ
て
い
る
。

「
甲
斐
国
医
史
」

本
書
の
内
容
は
天
正
よ
り
大
正
ま
で
の
甲
斐
の
医
学
史
で
あ
る
。

本
書
に
よ
れ
ば
著
者
村
松
学
佑
（
鍬
三
）
は
、
明
治
二
年
現
山
梨
県

市
川
大
門
町
に
出
生
し
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
山
梨

県
（
現
県
立
中
央
）
病
院
長
を
勤
め
た
。
明
治
三
十
七
年
開
業
後
、
富

士
川
瀞
著
『
日
本
医
学
史
」
を
読
ん
で
本
書
の
編
纂
を
志
し
、
甲
斐
の

医
学
史
の
資
料
を
集
め
始
め
、
大
正
五
年
山
梨
県
志
編
纂
会
参
与
と
な

り
、
多
く
の
困
難
辛
苦
に
耐
え
て
大
正
十
三
年
十
月
に
本
書
を
脱
稿
し

た
が
、
流
行
性
感
冒
の
為
大
正
十
四
年
四
月
死
去
し
た
。

本
書
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
一
部
は
四
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。

ま
た
編
纂
資
料
の
「
山
梨
県
志
医
事
衛
生
資
料
」
（
山
梨
県
立
図
書
館
蔵
）

は
『
山
梨
県
立
中
央
病
院
史
』
、
辻
邦
生
著
『
銀
杏
散
り
や
ま
ず
』
等
の

甲
斐
の
医
学
史
の
本
と
論
文
の
基
本
文
献
と
な
っ
て
き
た
。

本
書
の
出
版
計
画
は
遺
族
に
よ
り
再
び
進
め
ら
れ
、
第
二
回
目
は
堀

師
た
ち
の
活
動
が
、
各
地
の
本
会
員
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

〔
東
方
出
版
、
大
阪
市
天
王
寺
区
大
道
一
’
八
’
十
五
、
電
話
○
三
’
六

七
七
九
’
九
五
七
一
、
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
、
Ｂ
五
判
、
二

二
二
頁
、
二
五
○
○
円
〕

村
松
学
佑
著

（
中
山
沃
）
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田
璋
左
右
氏
、
第
三
回
目
は
羽
田
曄
氏
と
樋
泉
明
氏
が
編
集
に
携
わ
っ

た
が
、
原
稿
の
不
十
分
さ
と
関
係
者
の
死
去
等
の
為
出
版
に
至
ら
ず
、

第
四
回
目
に
し
て
樋
泉
明
氏
に
よ
り
つ
い
に
出
版
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

第
一
章
は
原
稿
が
見
当
た
ら
ず
、
第
二
章
で
は
張
仲
景
派
だ
が
専
ら

奇
な
峻
剤
を
用
い
た
武
田
信
虎
侍
医
永
田
徳
本
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

第
三
章
で
は
正
徳
以
前
の
数
多
く
の
古
医
家
が
、
永
田
徳
本
流
、
武

田
信
玄
侍
医
板
坂
法
印
流
及
び
各
地
域
別
に
一
族
づ
っ
述
べ
ら
れ
る
。

第
四
章
で
は
甲
斐
が
享
保
九
年
以
降
幕
府
直
轄
領
と
な
り
敷
か
れ
た

甲
府
勤
番
制
の
下
で
、
幕
府
鍼
科
医
官
石
坂
宗
哲
が
寛
政
九
年
に
建
て

慶
応
四
年
ま
で
医
学
教
育
を
続
け
た
甲
府
勤
番
医
学
所
と
、
御
薬
園
、

甘
草
栽
培
を
奨
励
し
た
小
島
蕉
園
牢
獄
医
務
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

第
五
章
専
科
諸
流
で
は
医
師
の
師
弟
関
係
が
流
派
毎
に
、
本
道
古
医

方
（
儒
医
一
本
派
、
後
藤
流
、
山
脇
流
、
吉
益
流
、
畑
流
）
、
折
衷
派
、

錦
小
路
家
、
和
蘭
陀
流
外
科
、
漢
藺
折
衷
内
科
、
漢
蘭
折
衷
外
科
、
産

科
（
賀
川
流
、
石
丸
流
、
蛭
田
流
）
、
小
児
科
、
眼
科
、
鍼
科
、
口
中
科
、

明
和
事
件
で
処
刑
さ
れ
た
山
県
大
弐
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

第
六
章
甲
州
の
藺
方
医
学
は
シ
ー
ボ
ル
ト
弟
子
で
高
野
長
英
友
人
の

二
代
大
久
保
章
言
、
新
宮
凉
庭
弟
子
松
田
岳
陵
、
坪
井
信
道
弟
子
大
久

保
黄
斎
、
京
都
で
時
習
堂
を
開
い
た
広
瀬
元
恭
を
中
心
に
述
べ
ら
れ
る
。

第
七
章
甲
州
の
痘
科
及
び
種
痘
は
、
医
学
館
痘
科
教
授
池
田
瑞
仙
の

来
甲
と
、
彼
の
天
然
痘
痂
種
痘
法
に
反
対
し
て
避
痘
隔
離
法
を
唱
え
た

橋
本
伯
寿
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
弟
子
で
牛
痘
接
種
法
を
甲
州
で
初
め
て
実
施

し
普
及
さ
せ
た
村
松
岳
佑
（
学
佑
の
祖
父
）
を
中
心
に
述
べ
ら
れ
る
。

第
八
章
諸
務
兼
業
は
座
光
寺
南
屏
等
の
儒
医
、
読
書
塾
兼
業
医
、
寺

子
屋
兼
業
医
、
神
職
医
、
僧
医
、
修
験
医
、
法
印
医
の
一
覧
で
あ
る
。

第
九
章
は
古
医
家
窪
田
、
石
氏
、
高
室
、
桜
林
、
飯
田
、
安
田
、
辻

（
作
家
辻
邦
生
氏
は
子
孫
）
氏
等
と
甲
府
勤
番
医
家
の
門
人
譜
で
あ
る
。

第
十
章
は
甲
斐
の
自
生
薬
草
と
公
許
及
び
私
庭
薬
園
の
一
覧
で
あ
る
。

第
十
一
章
で
は
石
坂
宗
哲
、
本
草
学
者
小
野
藺
山
と
渋
江
長
伯
、
産

科
蛭
田
玄
仙
、
甲
府
医
学
所
教
諭
竹
内
英
仙
等
の
来
甲
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
十
二
章
は
慶
安
四
年
よ
り
享
保
九
年
ま
で
の
甲
府
藩
主
徳
川
綱

重
、
綱
豊
（
家
宣
）
父
子
、
柳
沢
吉
保
、
吉
里
父
子
の
藩
医
一
覧
で
あ
る
。

第
十
三
章
武
田
家
医
官
譜
で
は
信
虎
侍
医
永
田
徳
本
等
、
信
玄
侍
医

板
坂
法
印
父
子
（
宗
慶
、
卜
斎
）
等
と
信
玄
胃
癌
死
説
が
述
べ
ら
れ
る
。

第
十
四
章
は
宇
佐
美
、
滝
野
、
村
山
、
石
丸
、
山
本
、
浅
井
、
宮
村
、

木
村
、
相
馬
、
畠
山
氏
等
の
甲
府
勤
番
医
官
の
家
譜
で
あ
る
。

第
十
五
章
は
江
戸
時
代
後
半
期
の
一
代
医
師
の
一
覧
で
あ
る
。

第
十
六
章
で
は
各
地
域
の
医
師
の
結
社
の
活
動
（
貧
民
施
療
費
補
助

請
願
、
因
○
房
○
口
の
著
書
の
輪
講
等
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

第
十
七
章
は
明
治
維
新
時
の
官
軍
及
び
幕
軍
所
属
医
師
一
覧
で
あ
る
。

第
十
八
章
は
明
治
初
年
の
開
業
医
師
一
覧
で
あ
る
。

第
十
九
章
は
明
治
初
期
の
医
務
取
締
医
師
と
分
担
区
域
一
覧
で
あ
る
。

第
二
十
章
は
永
正
よ
り
大
正
ま
で
の
医
師
長
寿
者
一
覧
で
あ
る
。

第
二
十
一
章
は
甲
斐
の
医
師
の
著
書
、
会
報
、
雑
誌
の
一
覧
で
あ
る
。

第
二
十
二
章
で
は
甲
斐
の
赤
痢
、
天
然
痘
、
麻
疹
、
コ
レ
ラ
等
の
疫

病
の
歴
史
と
日
本
住
血
吸
虫
症
（
山
梨
地
方
病
）
に
つ
い
て
、
著
者
の

解
剖
に
よ
る
肝
臓
等
か
ら
の
虫
卵
発
見
報
告
を
交
え
て
述
べ
ら
れ
る
。
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第
二
十
三
章
は
古
来
よ
り
の
家
伝
の
売
薬
の
一
覧
で
あ
る
。

第
二
十
四
章
は
四
百
二
十
年
間
の
甲
州
医
事
年
表
で
あ
る
。

附
録
一
は
医
師
の
伝
記
碑
銘
集
で
あ
る
。

あ
と
が
き
で
は
編
者
樋
泉
明
氏
に
よ
り
村
松
右
仲
に
始
ま
る
古
医
家

村
松
一
族
の
歴
史
と
学
佑
の
略
伝
、
本
書
出
版
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
。

編
者
も
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
に
は
筆
者
の
知
る
範
囲
で
も
人
名
等

の
誤
り
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
、
引
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

だ
が
こ
れ
は
関
係
者
子
孫
か
ら
の
聞
取
り
と
筆
写
が
中
心
の
研
究
方

法
の
為
で
あ
り
、
本
書
の
価
値
を
少
し
も
減
じ
る
も
の
で
は
無
い
。

本
書
は
、
日
本
全
国
の
最
新
医
学
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
発
展
し
て

来
た
甲
斐
の
医
学
の
歴
史
の
全
体
像
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

今
後
の
甲
斐
の
医
学
史
の
研
究
に
は
、
本
書
と
編
蟇
資
料
の
「
山
梨

県
志
医
事
衛
生
資
料
」
の
徹
底
的
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

（
荒
木
幹
雄
）

〔
甲
斐
国
医
史
刊
行
会
、
東
京
都
渋
谷
区
本
町
六
‐
’
十
五
ｌ
＋
五
村
松

英
世
方
、
電
話
○
三
’
三
三
七
六
’
九
八
一
○
、
平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
、
Ｂ
六
判
、
六
二
六
頁
、
七
○
○
○
円
〕

世
は
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て

一
編
集
後
記
一
い
る
．
そ
れ
は
学
問
の
世
界
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
自
分
の
し
て
い
る
研
究
を
世
間
に
対
し
て
説
明
し
、
そ
の
意
義

を
納
得
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
道

楽
と
み
な
さ
れ
、
研
究
費
も
研
究
の
場
所
も
失
う
こ
と
に
な
る
。

顧
み
て
医
史
学
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
八
○
あ

る
医
科
大
学
・
医
学
部
の
な
か
で
医
史
学
の
講
座
を
置
い
て
い
る
と
こ

ろ
は
皆
無
、
研
究
室
が
一
つ
あ
る
の
み
で
あ
る
。
学
会
は
創
立
百
年
を

誇
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
見
合
う
人
材
養
成
の
場
は
な
い
。
こ
れ
は
何

を
意
味
す
る
の
か
。
説
明
責
任
を
果
た
し
て
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ

と
に
尽
き
よ
う
。
大
学
設
置
者
の
心
を
動
か
す
に
足
る
だ
け
の
魅
力
が

医
史
学
に
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
厚
生
労
働
省
が
推
し
進
め
て
い
る
国
民
医
療
費
抑
制
に
と
も

な
う
諸
施
策
は
、
国
民
の
安
心
の
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
脅
か
す
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
政
策
課
題
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
少
子
化

対
策
と
し
て
の
生
殖
補
助
技
術
の
適
用
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
移
植
医

療
や
遺
伝
子
解
析
に
お
け
る
倫
理
的
な
問
題
に
対
し
て
、
医
史
学
の
立

場
か
ら
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
医
史
学
の
認
知
度
は
上
が

り
若
い
研
究
者
の
参
入
も
期
待
で
き
よ
う
。
元
気
の
出
る
論
文
が
ほ
し

い
。
（
新
村
拓
）


